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本論文の内容構成は， í談話文法論をめざしてJ íモダリティの構造と体系J íダロウの意味・用法の概観J í推し量
りのメカニズムJ í確認要求のダロウとネJ íYES-NO疑問文における片寄りと否定J í確認要求のダロウとジャナイ
カ J íダロウカの意味・用法の記述J íダロウによる感嘆文J í認識モダリティ形式の疑問化」という題目の，全 10 章
から成り立っている。
序論である第 l章と第 2章では，本論での具体的な議論を統一的・体系的に行うことを目的として， í談話文法論」
と「モダリティの構造と体系」について，筆者の基本的な考え方を提示する。第 l章で提案する「談話文法論」とは，
研究目的と対象において，従来言われる文一文法と談話文法との有機的な相関関係を重視し， í命題構成的なレベル
(文法性)J í対人関係的なレベル(適切性)J íテキスト・談話的なレベル(結束性)J という有機的な関連を持つ三つ
のレベルを設定することで，両者を包括した立体的・体系的な文法論を目指しているものである。第2章の「モダリテ
ィの構造と体系」では，将来的な目標である対照研究を念頭におきながら，一般言語学的な観点も取り入れて，日本









第 5 ・ 6 ・ 7章では，ダロウの確認要求の用法について検討するが，ここではその類似形式である「ネ」と「ジャナ
イカ」をも併せて考察する。夕、、ロウをはじめとする確認要求形式の機能を明らかにするための準備的な作業として，
従来の確認要求の表現が，話し手が仮定する情報量によって， í確認要求J í同意要求J í認識要求」に区別されること
を論じ，第 5章では，類似形式であるダロウとネとの比較・対照，第 7章では，夕、、ロウとジャナイカとの比較・対照
を行い，その相違点と類似点を明らかにする。また，第 6章では，第 7章の確認要求のジャナイカの考察の準備的な
















本論文には幾つもの優れた点が存するが，それを， (1)過去の業績を十分踏まえている， (2) 現象の分析・記述が
包括的できめ細かい， (3) 分析・記述の枠組みが首尾一貫した形で広くかっ深められている，の三点に分けて述べて
いく。
















まず「推量J í(広義)確認要求J í疑いJ í感嘆」に分けられている。次に，従来， (広義)確認要求とされていたもの
を，情報量の観点、から， íA さんと手紙のやりとりしているでしょ」のような，話し手 (S) 孟聞き手 (H) である「確
認要求文J ， í寒いねj のような， S=Hである「同意要求文J ， í何度も呼び出したじゃないか」のような， S 孟 H たる
「認識要求文」に分け，さらに，使用形式との関係「ダロウ J í ジャナイカ J íネ J (確認要求文)、「ネ J (同意要求文)、






















韓国語には存しない r--行くヨ J r--行けヨ」などの文表現類型の決定に直接関与しない終助詞の意味・機能を正しく






量J r確認要求J r認識要求J r疑い」などに対して，1推量= [ [[言表事態]概言]断定]述べたてJ J, r確認要求=
[ [ [ [言表事態]概言]断定]問いかけJ J, r認識要求= [ [言表事態]確言]断定]問いかけJ J ，I疑い= [ [[言表事
態]概言]疑い]表出JJ といった，モダリティ要素の組み合わせによって，相互関係的に分析・記述されているo
以上述べてきたように，本論文は幾つもの優れた分析・記述を提出しているが，論文の常として遺漏や誤りがない
わけではない。『日本語モダリティの機能的研究』と題された論文としては，述べ残されたところも少なくない。これ
も，モダリティといった領域の広さを考えれば，一論文で述べ尽くされるなどといったことはありえない。本論文中
の内容について言えば， r述べ立て」を基本的に情報交換型の情報提供文に入れることには全く問題はないが，総てが
そうかは注記の要るところであろう。また， rノダ」を寺村のように「説明のムード」として位置付けるだけでは，
「ノダ」の有する連文的な機能を前面に押し出しにくし1。その意味で，モダリティに連文的なものを設定するのは正し
い方向であろうが， rノダ」を「ヨ」などのようなものと同ーの「発話のモダリティ」に入れることには，ノダ文を含
む文群全体が独語として成り立ちうることを考えれば，問題がある。
しかし上述のような点は，本論文全体の価値を損なうものではなし1。本論文は，ダロウ文の分析・記述に新しい
地平を開いたものであり，近年発展の目覚ましいモダリティ研究の領域への重要なー寄与をなしている。本審査委員
会は，本論文を博士(文学)の学位申請論文として，十分な価値を有するものと認定する。
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